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1. 研究の目的 

愛知県沿岸では、湾の形状から台風などによる高潮が発生しやすく、過去において昭和 28 年台風 13 号、昭和 34 年

台風 15 号（伊勢湾台風）による大災害を経験している。平成 21 年 10 月に来襲した台風 18 号は、三河湾において伊勢

湾台風に匹敵する高潮が発生したが、伊勢湾台風時と異なり、名古屋港等の伊勢湾における高潮は伊勢湾台風ほど甚大

ではなかったことから、台風経路と地形条件により高潮が変化することが伺えた。愛知県では、津波・高潮防災に関す

る検討を実施しており、本研究はその中の高潮に関する検討の一部であり、愛知県沿岸を対象に既往の台風経路の中で、

愛知県沿岸に高潮を発生させることが想定されるものを抽出、高潮シミュレーションを実施し、台風経路と地形の関連

性を把握することを目的とする。 
2. 研究内容 
(1)台風経路の抽出  台風による高潮被害は対象とする

台風規模・台風経路によって大きく異なり、その組み合

わせは膨大となる。そのため本研究では、図-1 の様に愛

知県を広域に分割し、各ゾーンにおいて高潮の発生が想

定される台風経路を既往台風経路より抽出した。抽出し

た台風経路は、過去に高潮偏差の実績のあるものとして

①名古屋港もしくは三河港において、過去に 1.0m 以上の

潮位偏差をもたらした台風経路、②過去に高潮の実績は

無いが高潮に影響がある経路として過去に三河湾、伊勢湾上空を通過した台風経路、③伊勢湾西側を通過した台風経路 

④渥美半島付近を通過した台風経路とした。本検討で合計 46 経路を抽出した（重複する台風経路あり）。 
(2)高潮計算の実施  本検討では、川崎ら（2010）を参考に作成した当時の地形において伊勢湾台風の再現計算を行い、

潮位偏差および気圧の再現性を確保した上で、高潮計算を実施した。台風経路による地域別の高潮特性を把握するため

に、伊勢湾台風規模の台風諸元は気象庁（1962）を参考にして、本研究では気圧 940hPa と一定、台風半径 75km と一

定としたモデル台風により、表-1 に示す計算条件で高潮計算を行った。計算結果は各ケースで計算される愛知県沿岸の

各地点における最大潮位偏差を抽出した。伊勢湾台風と三河湾において高潮影響が特に大きい結果となったモデル台風

による各地点の最大潮位偏差の計算結果を図-2 に示す(併せて、近年の高潮として 2009 年 18 号台風を示す)。なお、本

計算に用いた諸条件は、愛知県より提供を受け使用した。 
(3)各地点で高潮影響が顕著な台風経路の検討  伊勢湾および衣浦湾は、湾が南に開けた形状を呈していることから、

伊勢湾台風を代表とする北北東から北に向かう台風経路の時に吹き寄せによる水塊が多く進入するために、高潮偏差が

高くなる傾向が確認できた。一方、三河湾では、伊勢湾台風についても高潮偏差が大きくなるが、更に大きくなる台風

経路として 1979 年 20 号台風を代表とする伊勢湾上空を北東に向かう台風経路の時であることが判明した。 
 キーワード 高潮偏差 高潮シミュレーション 伊勢湾台風 
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 広域的なゾーニングとしては、 
・ 伊勢湾(名古屋港～羽豆岬) 
・ 衣浦湾(羽豆岬～矢作古川) 
・ 三河湾(矢作古川～豊橋～伊良湖) 
が想定され、必要に応じて細分化した。

①伊勢湾 
②衣浦湾 ③三河湾 

台風 A 

台風 B 

台風 C 

図-1 台風の抽出方針 
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3. 主要な結論  本検討では、愛知県沿岸に影響が大きい既往の台風経路を抽出し、伊勢湾台風規模の台風が既往台風

経路を通過するモデル台風による高潮計算を行った。伊勢湾・衣浦湾は伊勢湾西側を台風が北北東に進むコース、三河

湾は伊勢湾上空を台風が北東に進むコースで高潮が顕著であったことから、愛知県内では湾の形状により、高潮が大き

くなる台風経路が異なることがわかり、高潮防災検討に際しては、地区別に適切な台風経路を設定しなければ、地区に

よっては過小な評価となると言える。なお本検討は、学識経験者を交えた検討会において議論しており、引き続き、各

地区別に設定した危険な台風コースに基づいた高潮シミュレーションを実施し、愛知県において危険となる台風コース

及び計画外力としての設計高潮位を設定する予定である。 
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図-2 高潮計算結果 

 
      領 域 

項目 

全領域 

計算格子間隔  
Δs=12150m,4050m, 

      1350m,450m 

計算範囲 
伊勢湾・衣浦湾・ 

三河湾・表浜 

計算時間間隔 4.0秒 

基礎方程式 非線形長波式 

気圧・風の計算 

Myersの気圧分布式によ

る気圧，傾度風と場の風

の合成風速を用いる 
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表-1 高潮モデルの計算条件 

図-3 台風経路による高潮の影響範囲 

●名古屋港 

● 

●名古屋港 

● 

● 

● 

矢作古川 
三河港

伊良湖岬 
静岡県境 

● 
三重県境 

※留意事項 

本シミュレーションは、地形による傾向を把握することを目的とした概略検討のため、計算メッシュが粗いこと、

高潮防波堤等を未考慮、陸上による風速の低減を未考慮であるため、実際よりも大きな偏差となっている。 
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